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己主）＠）�
（省 令）
0 学 校 教 育 法 施 行 規 則 の 一部 を 改 正 す る 省 令 （ 34 )
（ 平 成11. 8 . 31 官報号外第16 8号）
0 学校教育 法 施 行 規則 等 の一部 を 改 正 す る 省 令 （ 3 5 )
（ 向 上）
（告 示）
0 平成 1 1年 度 に お け る 学芸員 の 資 格認定 を 実施 す る件
( 131) （ 平成 1 1 . 8 .  2 官報 第267 9号）
0 大学院及 び大 学 の 専攻科 の 入学 に関し大 学 を 卒業し
た者 と 同等以上の 学 力 が あ る と 認 め ら れ る 者 の 指 定 の
一部 を 改正 す る件 （160) （平成 1 1 . 8 .  31 官 報 号 外
第 1 6 8号 ）
ミ』ミl�
第9回将来計画委員会 （ 8 月 2 日 ）
（審議事項）
(1) 本学 の 将来構想 ・ 特色 に つい て
(2) そ の イ也
第117回構内交通対策委員会 （ 8 月10 日 ）
（審議事項）
(1) 五福 地 区交通安全 会 に つ い て
(2) そ の 他
ミ』
第118回構内交通対策委員会 （ 8 月 26 日 ）
（審議事項）
(1) 五福地 区交通安全会 につい て
(2) そ の 他
ミJ
平成11年度教育改善推進費（学長裁量経費）採択結果
① 教育 内 容 ・体 制 の 改 善 充 実 の た め の 経費
部 局 名 プ ロ γ 、． 1二 ク ト 名 プロジェ ク トの代表者
人 文 学 部 S C  S ・ G I S を 取り入れた教育方法・体制 の改善充実の 人文学部長ため の研究 ・ 調査 鈴 木敏昭 教授
人 文 学 部 ボランティア団体・N p 0 （非営利組織）へのインターンシ7ププログラ 筒井洋一 教授ムの開発による実習活動と大学教育との有機的カリキュラムの構築
教 育 学 部 教育学部 シ ラ パス 管理 シ ス テ ム 制作 教育学部教務委員 会委員 長宮崎州弘 教授
附 属 学 校 障害児教育指導法 の推進 個に応じた指導の 追求一 附属養護学校副校長佐藤鉄朗









平成1 1 年 9 月 発行 ....... ザ・ 幸日
理 psー雪a・－ 音E 理学部就職指導体制 の改善・充実
理 戸寸＇： 音E 課題探 求型人材育成 に係 る 学生実験 の改善 と 整備
工 寸同＇： 苦目 工学部学生 イ ン タ ー ン シップ
工 で且Tι- 苦E 視覚化教材資 料 を 用 い る こ と による 授業方法改善の推進
留学生センター 富 山大学短期留学生用教育プログフム の充実による 教育の国際化
注寸Z日． 生 部 富 山大学S c S 利用 案内作成
1 1 件
② 教 育研 究 の 国際化， 高度化・先端化， 学際化 の た め の 経費
部 局 名 プ ロ ジ コニ ク ト 名
人 文 学 部 「 文化 的多様性」 に つ い て の研究・教育 を 推進す る 国際交流プロジェク ト
教 育 学 部 高品質 シ ー ト 状材 料 の設計 に関す る 基本力学特性の 解析
附 属学 校 2002年新教育課程編成 （総合的 な 学習 ） 推進事業
経 済 学 部 地方分権 に伴 う 自治体行政の研究
理 寸，，，ー， 部 化学物質 の生物毒性 に つ い て の新規 な 評価方法 の 開発 に関す る 調査研究
工 寸店主ゐー 昔日 海外留学 シ ス テ ム の構築によ る 教育研究 の国際化に関す る調査・研究
工 寸鼻息・． 昔日 一般物理学研究所 （ロ シ ア ）， ウ ル ツパーグ大学 （ドイ ツ ），ヒサ大学 （ イ タ リア ） と の 学術交流
水素問位体科学 水素同位体科学研究セ ン タ ー設立記念シ ン ポジウ ム研究センター
機器分析センター 分析機器の共同利用 の促進 と 分析機器・計測技術 に関す る情報収 集
9 件
③ 大 学改革等 に必要 な 経費
部 局 名 プ ロ 3、／． コc ク ト 名
教 育 学 部 学校教育法等の一部 を 改正す る 法律 と 教育学部改革に関する 講演会
工 学 部 外部評 価 の 実施
地域共同研究 産学官 懇談会 の 開催 に 要す る 経費セ ン タ ー
総合情報処理 富 山大学公式ホーム ページ維持管理プロジェク トセ ン タ ー
.& 函 室 教養教育 に関す る 合宿研究会
寸，，，ー， 生 昔日 大学運営改 善 に 係 る 講演会
t易子邑，＿ 生 音日 大学教育改善推進講演会
庶 務 音日 人事情報 シ ス テ ム の導入（ 人 事 課 ）
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理学部長 1 8 1 1  康問公夫 教授
理学部教務委 員 会委 員 長 2 ,725 平井美朗 教授
工学部教務委員会委 員 長 475 森田弘之 教授
工学部教務委員会委員長 1 742 森田弘之 教授
留学生セ ン タ ー長
塩津和章 教授 2 150 
SC S事業実施委員会委員長 405 久保文夫教授
1 6  6 98 
プロジェク ト の代表者 採択金額
竹内 潔 助教授 360 
諸岡晴美 教授 2 310 
附属中学校副校長 8 91 大津 保
萩野 聡 教授 825 
金森 寛 教授 2,445 山 田恭司 教授
理工学研究科長 600 宮下 尚 教授
坂井純一 教授 550 
水素同位体科学研究センター長 62 渡辺国昭 教授
機器分析セ ン タ ー畏 1 661 龍山智築 教授
9 704 
プロジェク ト の代表者 採択金額
教育学部長 46 塚野州一 教授
工学部長 1 , 550 宮下 尚 教授
地域共同研究セ ン タ ー長 1 , 100 女川博 義 教授
総合情報処理セ ン タ ー長 3,007 山 西潤一 教授
教養教育委員会委員長 学長補佐 3 1 9 小津 浩 教授
教務委員会委員長 学長補佐 20 能登谷久公 教授
教務委員会委員長 学長補佐 40 能登谷久公 教授
人事課長 山 木宏明 4,000 
平成1 1 年9月発行 ,..,... ,_ 幸日
庶 務 音E 大学運営改善 に 係 る 講演会（ 庶 務 課 ）
施 設 課 図面等 の 電子化， ネットワー ク 化 に よ る 事務組織の効率化，省力化
経 理 音E 会計経理事務の一元化・集 中化 に 係 る 情報シス テムの整備
1 1  件
④ 積極的 な 地域 と の 連携 に必要 な 経費
部 局 名 プ ロ ン コニ ク ト 名
理 且fιc 昔日 カリ キ ュ ラ ム改革及 び イ ン ター ン シップ実施 に 係 る 企業への調査研究
工 A寸主ゐー 部 高等学校への出張講座 と 工学部紹介
生涯学習教育 富 山大学親子 フ ェ ス テイパル研究セ ン ター
環日本海地域 環日本海地域研究セ ン タ一国際学術シ ン ポジウム研究セ ン ター
環日本海地域 環日本海環境保全国際 フ ォ ー ラ ムin TOYAMA’99 研究セ ンター
5 ｛牛
⑤ 特色あ る 大学 づ く り に必要 な 経費
部 局 名 プ ロ t、ノ
. 
.:t. ク ト 名
工 §/:. 音E 工学部学力 別 ク ラ ス 編成への試行・調査
附 属 図 書 館 ヘル ン文庫和装本画像デ ー タベ ー ス 検索シス テムの開発
放射性同位元 放射線及 び ア イ ソトープの取扱 に 係 る 基礎的 な 教育教材 の
素総合実験室 開発
庶 務 昔日 富 山 大学 懇談会（ 庶 務 課 ）
4 イ牛
⑥ 若手研究者育 成 に必要 な 経費
部 局 名 プ ロ ユ司－〆
. 
コニ ク ト 名
理 p寸，.・ 苦E 数論ア ルゴリズムの並列化 と そ の実装
理 t寸z．ー 昔日 無脊椎動物 の 光受容 の分子メ カニズムの研究
理 寸店主ゐー 者日 島弧火山 のマグマ供給系 の 時 間 的進化 に関す る研究
理 f且A－ 音E コ ナ ラ 属 堅果 の温度 と サ イ ズ変異が発 芽・成長 に 及 ぼす影響 に関す る 研究
工 寸且ゐ・ 音E Ge基板表面上 に お け るIn と S bの交互吸着構 造 に関す る 研究
工 学 音日 有機電界発光素子のパルス駆動時におけ る 発光スペ ク トルの挙動の検討
工 Aザ，， －ー 音日 柔軟波動面 を 持 つ 嬬動運動型リニ ア フィー ダ の研究
工 A寸，， －ー 苦E S uper Baseチア ザイ ン の合成 と そ の特殊機能 の開拓
第416号
庶務課長 山 本 宏 272 
施設課長 芋野間作 4,000 
経理部長 太田正信 4 05 9 
18 413  
プロジェ ク トの代表者 採択金額
理学部教務委員 会委員 長 445 平井美朗 教授
工学部長 1 ,440 宮下 尚 教授
生涯学習教育研究センター長 1 009 米田政明教授
環日本海地域研究センター長 2 ,583 丹羽 昇 教授
環日本海地域研究センター長 2,238 丹羽 昇 教授
7 ,715  
プロジェ ク トの代表者 採択金額
工学部教務委員 会委員 長 804 森田弘之 教授
附属図書館長 1 466 小谷仲男 教授
放射性同位元素総合実験室長 417 菅井道三 教授
庶務課長 山 本 宏 727 
3 ,414 
研 究 者 採択金額
木村 巌 助手 700 
成田欣弥 助手 700 
石崎泰男 助手 700 
和 田直也 助手 700 
森 雅之 助手 700 
中 茂樹 助手 700 
笹木 亮 助手 700 
藤 井孝宜 助手 700 
-5-
平成11年9月発行 ...,,,, 守ー 報 第416号
9 件
松 田健二 助手 700 工 学 部 l 省エネ ルギー型難加工性高比強度合金製造法 の開発
6,300 
⑦ 教育上必要 と な る 基本 的 設備 の た め の 経費
部 局 名 プ ロ ン、， コ� ク ト 名 プロジェ ク トの代表者 採択金額
教 育 学 部 マルチメ ディアに よ る 創造的 な コ ン テ ン ツ 作成支援シ ス テ 古川 政明 教授 4,327 ム
経 済 学 部 社会科学系学生 の情報リ テ ラ シ ー 教育推進 に関わ る 環境整 経済学部情報処理委員 長 2,538 備 小倉利 丸 教授
理 寸且4- 昔日 理学部講義室のA V 機器の設置及 び電子掲示板の設置 理学部長 8,400 康問公夫 教授
工 �主A- 音日 生命工学講座遺伝情報工学分野新設 に伴 う 設備 の充実 磯部正治 教授 7,992 
附 属 図 書 館 データベー ス サ ー バシ ス テ ム 附属図書館長 9 430 小谷仲男 教授
地域共同研究 夢大学用空間立体 画像の生成装置 の購入 地域共同研究セ ン ター長 4,788 セ ン タ ー 女川 博 義 教授
留学生センター 留学生 セ ンタ一 日 本語教育 C A Iシス テム設備 の充実 留学生セ ンター 長 3 ,270 塩津和 章 教授
廃液処理施設 学 内排水の自主監視体制の確立 廃液処理施設長 10, 144 長谷川 淳 教授
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異動区分 発令年 月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 d甘， 
採 用 1 1 . 8. 30 松 井 輝代 臨時用務員 （教育学部炊婦）
。 堰免 芳子 ，， 今
今 仲谷千儀子 。 イシ
今 柳瀬 珠美 事務補佐 員 （ 附属図書館情報管理課）
1 1. 9. 1 出原 節子 助教授 留学生 セ ンター
今 深津の ぞみ ，， 今
’シ 近藤 俊彦 事務補佐員 （ 附属図書館情報サー ピ ス 課）
ゐ 高山 恭一 ク 。
ゐ 稲葉 智裕 ゐ ゐ
今 甲斐 英高 今 ゐ
イシ 中根 ー剛 ,,, ゐ
。 加藤 奏 ゐ 4シ
。 本江 隆典 イシ ,,, 
,,, 中 山 拓也 技術補佐員 （ 総合情報処理セ ンター ）
砂 沖野 浩二 ，， イシ
。 園 田 敦 宅， 。
,,, 潟辺美由紀 か 今
,,, 高橋 純 イシ � 
。 立川 智之 イシ 4シ
今 布村 紀男 今 今
� 早河 秀章 ，， � 
昇 任 1 1 .  9. 1 漬田 美和 講 師 留学生セ ンター 助教授 留学生セ ンター
臨時的任用 1 1 . 8. 1 1  高松 典子 教育学部会計係 （～12. 3 .  3 1 )  
苦浮 職 1 1 . 8 . 10 高松 典子 事務補佐 員 （教育学部） 辞職
育児休業 11. 8 .  1 1  室 智子 教育学部会計係 育児休業 （～12. 3. 3 1 )  
死 亡 1 1. 8 . 2 西塚 典生 教 授 工学部 （電精子シスfA工学科通信制調工学） 死亡 （ 公務外）
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富 山 大 学説明会 を 開 催
富山大学会場
去 る 8 月 3 日（刈 に 本学 を 会場 （ 黒田講堂等 ） と し て 富
山 大学説 明会 を 開催 し ま し た 。 この説 明会 は ， 大学進学
を 目 指 す高校 2 年 生 及 び 3 年 生 を 対象 に， 本学の入試 内
容 や 教育 内 容 な ど に つ い て の理解 を 得 る こ と を 目 的と し
て 毎年開催 し て お り ， 今年 で 12 回 目 の開催とな り ま し た。
近年 は， 夏休み期 間 中 に 志望 大学 を 見学す る こ とが 定
着 し た こ とか ら ， 富 山県 を は じ め， 石川県 な ど 近県 は も
ちろんの こ と， 遠 く は 宮城県や 岡 山県 な ど か ら の参加者
も あ り ， 今年 は 昨年 よ り 約 100人 多 い80 9人の参加 者が あ
り ま し た 。
当 日 は ， 午前 は 黒田講堂 に お い て ， 時津学長 の挨拶 を
は じ め ， 本学の概 要 や 平成 12年 度入試の説 明． 大学紹介
ビ デオの上映が行 わ れ ， 午後 か ら は 希 望 す る 学部 に 分 れ
て ， 模擬講義 や 実験 室 の紹介な ど を 行 い ま し た 。
参加 し た 高校 生 た ちは ， 進路決定の参考 に と， 終 始 熱
心 に 教職 員 の説明に 聴き入っ て い ま し た 。
企 全体説明会終了後， 学部会場に向かう 高校生
名古屋市会場
今年 で 7 回 目 と な る 学外 で の大学説明会 を 去 る 8 月 6
日後） に 名古屋市 内 で開催 し ま し た 。
当 日 は ， 午前 に 高等学校の進路指導担 当 教諭 を 対象と
し た 説 明を 行 い ， 午後 か ら は 本学への進学 を 希 望 す る 高
校生 及 び そ の保護者な ど への説明を 行 い ま し た 。
説 明会 で は ， 大学概 要 及 び各学部の説明， ま た 平成 12
年 度入試の説 明， 大学紹介ピ デ オ の上映 （午後の部のみ）
の後， 質疑応答及 び個 別 相 談 を 行 い ま し た 。
質疑応答や 個 別 相 談 で は ， 来年度の入試概要 や 各 学部
の特徴な ど に つ い て 活 発 な意見交換が行わ れ ま し た 。
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企 受験希望者との個別懇談
平成11年9月発行 品凶ザー 幸E 第416号
富山県と富山大学との懇談会を開催
本学で は ， 8月 9日（月）「富 山県 と 富 山 大学 と の 懇談会」
を 事務 局 大 会 議室 に お い て 開 催し ま し た 。 こ の 懇談会は，
本学が「地域に 根ざし， 地 域に 開 か れ た 大学」 を 目 指し，
地 域 と の 連携協力 を 推 進 す る た め に ， 富 山県の高等 教 育
機関担当官 と の 意見交換 の 機 会 と し て 設け ら れ た もの で
す 。
今回 は， 「富 山 大学 の 現 状 と 諸課題に つ い て 」， 「 平
成12年度概算要 求に つ い て 」及び 「地 域 と の 連携協力に
つ い て 」 を 協議す る た め ， 富 山県か ら 江畑総務部長 ほ か
7 名 と ， 本学か ら水上事務 局 長ほか 7 名が出席し て 行 わ
れ ま し た 。
開 催に あ た り， 時津学長 か ら ， 大 学 を 取り巻く 社 会 情
勢， 本学の現状 と 課題及び大学改革の 取組状況な ど に つ
い て 報告が あ り， 本 学が今年関学50 周年 を 迎 え る こ と か
ら ， こ れ ま で 本 学が 果 た し て き た 役 割 を 振り返りな が ら ，
... 挨拶する江畑富山県総務部長
地域に あ る 大学 と し て 今後 の 進 む べ き 方向に つ い て ， 忌
僚の な い 意見交換 を し て い ただ き た い旨挨拶が あ り ま し
た 。
引 き 続 き 行 わ れ た 懇談 は ， 大学改革へ の 取組み， 国 立
大学の今後 の 方向性 など多方面に わ た る も の と な り， 中
でも環日本海地域研究 セ ン ターの省令化や 人 材 の 確 保 に
つ い て 本 学に 対 す る 要望も数多く出され ま し た 。
懇談会 は， 予定時間 を 大幅に 超え る ほ ど 活発 な も の と
な り， 大 学 と 地 域 と の 連携 を 推 進 す る こ と が再確認さ れ
る な ど相互理解 を 深 め る こ と が で き ま し た 。
な お ． こ の 懇談会 は， 今後継続し て 実施す る こ と と し，
富 山県 と 本学が交互に 開催し て い く こ と に な り ま し た 。
ま た ， 懇談会終了後， 黒田講堂， 附属図書館 ヘ ル ン 文
庫及び地 域共同研究 セ ン タ ー に お い て ， 施設見学が 行 わ
れ ま し た 。
企 ヘルン文庫を見学する富山県関 係者
学校図書館司書教諭講習を実施
去 る 7月2 8日怖か ら 8月12日（木） ま で の 土 ・ 日暇日 を 除
く12日間， 黒田講堂 会議室 を 主会 場 と し て 平成1 1 年度学
校図書館司 書教諭 講 習 が行 わ れ ま し た 。
こ の 講 習 は ． 学校図書 館 の 専 門 的 職務に 携 わ る 司 書 教
諭 を 養 成す る た め， 文部大臣の 委嘱 を 受け て 実施し て い
る も の で， 本 学 と し て は 平 成5 年度か ら 実施し， 今回 で
7 回 目 を 数え ま す 。
本年度 は＇ 136人 の 参加 者 が あ り ． そ の 内訳 は ， 現 職
教諭 92人， 学生 （ 3 年次以上） 2 8人， そ の 他16 人 でした。
受講 者 た ち は， 猛暑に も か か わ ら ず学校図書館 司 書 教
諭 の 資 格取得に向け て ． 熱心に 講 義 を 受けて い ま し た 。
な お ， 講 義 の 内 容 等 は ， 次 の と おり で す 。
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管門 員 滋野 康雄
報 理課 山 田 正芳
情報サーピス 謀 吉田 恵吉
地域開放事業「親子フェスティパル」を開催
富 山 大学教育学部及び同生涯学 習 教育研究 セ ン ター で
は ， 去 る 8 月 2 1 日 仕）， 22 日 （日）， 同学部及び黒田講堂 を 会
場 と し て 地 域開放事業「富 山 大 学 親 子 フ ェ ス テイパ ル 」
を 開 催 し ま し た 。
こ の 事 業 は ， 大 学 の 地 域 開放 と 学生 の ボ ラ ン テイ ア 体
験 の 場 に す る こ と を 目 的 に ， 「 親 子 マ ル チメ ディ ア 教
室」 ， 「 も の づ く り （工作 ） 教室」 ， 「夏休み宿題質 問
コ ー ナ ー」 ， 「自 の 不自由 な 子供 た ち の 粘土像展 」 な ど
10種類 を 越え る イ ベ ン ト を 実施 し ， 教育学部学生 98人 が
ボ ラ ン テイ ア と な っ て ， 夏休み の 期 間 中 手作 り で 準 備 を
進 め て き た も の で す 。
当 日 は ， 約 1 ,400 名 を 越え る 多 く の 親 子 連 れ な ど が訪
れ， 夏休み の 宿 題で 分 か ら な い と ころ を 質問し た り ， 巨
大迷路や紙す き ・ 面白紙工作 な ど に 熱 中 し たほか， 「 目
の 不自由 な 子供 た ち の 粘土像展」 の 鋭 い 感覚 に 目 を 凝 ら
す な ど， 残 り 少 な い夏休み の 一日 を 有意義 に 過 ごし て い
ま した 。 ま た ， 会場 は ， 親子連れ や 学生 に 加え て ． お孫
さん連れ の お 年 寄 り の 参加も多く， 幅広 い 年 齢 の 人々が
子供達 と 共 に l つ のこ と に 熱 中 し な が ら 語 り 合い ， ふ れ
合 う 姿が あ ち こ ち に 見 ら れ， 非常 に 和 や か な 雰囲気 に 包
ま れ て い ま し た。
A 夏休み宿題質問コーナー
平成11年度事務系職員英会話（初級）研修を実施
事務 局 で は ， 教 育 ・ 研究 の 国 際化 に 対 応 す る た め ， 事
務 系 職 員 を 対 象 に 基礎的 な 英会話 を 習 得させ． も っ て 職
務 の 円 滑 な 遂行 を 図 る こ と を 目 的 に 英会話 （ 初 級 ） 研修
を 実 施し ま し た 。
こ の 研修 に は ， 事 務 系 職 員 10名が参加 し ． イ ー オ ン 富
山 校 か ら 日 本 人 と 米国 人 の 専 門 の 講 師 を 招 い て ， 平 成1 1
年 6 月 15 日 （火） か ら 8 月 26 日 （木） ま で の間 に 毎週火曜日 と 木
曜日 に そ れ ぞ れ 1 時間30分， 延べ20 回のレ ッ ス ン が 行 わ
れ ま し た 。
閉講式 で は ， 担 当 講 師 か ら ， 受 講生 は い ず れ も 熱心で
積 極 的 に 勉強 に 励み， 当 初 に 比べ て 見違え る ほ ど上達し
た と の 評 価 が あ り ， 一方， 受講生 か ら は ， さす が 専 門 の
先生， レ ッ ス ン は い つ も 朗 ら か で 親切で分か り 易 い 。 今
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後 の研修 も こ の よ う に 外部 の 専 門 の 先 生 を 招 い て 実施 し
てほ し い と の 意見 が 多 く あ り 好評 な 研修 と な り ま し た 。
A レッスン風景
平成11年9月発行 品以．'T 幸日 第416号
東海・北陸地区国立学校等教室系技術職員合同研修を開催
平 成1 1 年度東海 ・ 北陸 地 区 国 立学校等教室系技術 職 員
合同研修 （電気 ・ 電子 コ ー ス ） （教室系技術職 員 を 置く
地 区 国 立学校等 の 共催） が 8 月 25日（水） か ら 27日後） の 3 日
間 に わ たり本 学 を 当番校 と し て 開 催され ま し た 。
こ の 研修 は ， 教 室 系技術職 員 と し て 職務に必要 な 専門
的 知識及び技術等 を 習 得 す る こ と に よ り， 地 区 全体 の関
係 職 員 の 資 質 向 上 を 図 る こ と を 目 的 と し て お り， 今回 は
20名 の 参加 者 が あ り ま し た 。
初日は， 水上事務局 長 か ら 開 会 の 挨拶が あ り， 引 き 続
き 「服務 お よ び セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト の 防 止」，
「光， 高電圧に関 す る 安 全 管 理」 ， 「電 子 回 路 の 基礎」
企 閣議式で挨拶する氷上事務局長
中学生を対象とした公開講座
等 の 講 義 が行 わ れ， 2 日 目 は ， 「三相信号発 生 回路 の 製
作 と イン バ ー タ回路へ の 応 用」 と 「強誘電体 の 履歴曲線
の 測定」 の 2 つ の コ ー ス に 分 か れ て 実習 が行 わ れ ま した。
最終 日は， 午前 の 講 義 の 後， 午後 か ら側 ス ギノマ シ ン
に お い て 企 業 見学 が あり， 水を 利用して金属 や コ ン クリー
ト を 切断 す る 実演 や ， 水 を 利用し た メ ス で 内蔵 の 血 管 を
残し て 組織 を 切開 す る 実演に驚嘆の 声が挙がり ま し た 。
閉議式 で は ， 受 講 者 か ら こ の 成果 を 今後 の 職務遂行 に
十二分に 生 かした い と の 感想が多く， 有意義 な 研修 と な
り ま し た 。
企 実習風景
『いろいろな流れの科学ーイメージンゲー』を開講（工学部）
恒例 の 中 学 生 を 対象 と し た 公開 講座 （体験学 習 ） を 去
る 7 月 27日（火）， 2 8日（水） の 2 日 間に わ た っ て ，工学 部 の 研
究室 を 会場 と し て 開 講し ま し た 。
こ の 公開 講座 は ， 本 年 で 5 回 目 を 数 え ， 科学に興味 を
持 つ 中 学生 が 多 数 参加 す る 安 定し た 企 画へ と 成長し ま し
た 。今回の テーマ は 「いろいろ な 流 れ の 科学」， 副題 を
「イメ ー ジン グ」 と し て ， 県 内 各 地 か ら 中 学 生 4 1 名 が 参
加し ま し た 。
今回の 企 画 の 特色 は ， 限 ら れ た 時 間 内 で． で き る 限 り
多 く の 研究に触 れ る と い う 目 的 で， 2 研究室 を 1 日ず つ
体験す る こ と と し ま し た 。
講座内 容 は ， 次 の 7 テ ー マで し た 。
① 富 山湾内 の水 の 流 れ
コ ン ピ ュ ー タ で 流 れ を 診断一
② 身体 の な か の 情 報 の 流 れ
③ イン タ ー ネ ッ ト と 情報 の 流 れ
イン ターネ ッ ト を 体験し て み よ う グー
④ 熱 と 温度 を 見 て み よ う ・ 測 っ て み よ う
⑤ 泳ぐ微生物 一微生物 の 泳ぎ と そ の 速さ一
⑥ 流 れ の可視化
一 見 え ないも の を 見 て み よ う 一
体験学 習終了後に 開 催され た， 中 学生諸君 と 担 当 の 先
生 方 と の 懇談 会 の 場 で は， 「大変興味深い研究に 触 れ て
感動し た」 ， 「次回も是非参加し て み た い」 な ど の 発言




渡航の 種類 所 属 職
外 国 出張 経済学部 講 師
理学 部 助 手
理学 部 助 手
理学 部 教 授
理学 部 教 授
工 学 部 教 授









工 学 部 教 授
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..... ι 守’ 幸日 第416号
＠⑤⑤⑮⑤ 
氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
1 1. 8. 1 
堀 江 典 生 ロ ン ア 連 邦 ロシ ア の 地域間資金循環の分析に関す る 研究
1 1 .  8. 2 1  
加圧凍結装置 を 使 っ て 超薄切片及 1 1 .  8 .  1 
唐 原 一 郎 ア メ リカ合衆国 び ト モグラ フ ィ一法 を 使 っ た分裂
準備帯の膜系 の 解析 11 . 9 .  1 8  
第 5 団 地球表層に お ける 地球化
究
学 1 1 .  8. 8 
�.＆ 勤 ア イ ス ラ ン ド
表
国際シ ン ポジ ウムに出席， 研発
1 1 . 8. 23 
「 中 国 の草原地帯の
」
変容 と 環境に 1 1 . 8. 10  
西 村 格 中 国 対査す る 影響への展望 に つ い て の
調 ・ 研究 1 1 .  8. 27 
1 1 .  8. 17 
清 棲 保 弘 カ ナ ダ 第 9 回V.M.Goldschmidt Confe-ア メ リ カ 合衆国 renceに出席， 研究発表
1 1 .  8 . 2 8  
1 1 .  8 .  19 










に参加， 研究発 11. 8. 29 





1 1 .  8. 19 
松 田 健 二 カ ナ ダ に参加， 研究発表， 資料
1 1 .  8 . 29 
カ イ コ ス 諸島 極小国家の 「国家
経
的ア イ デ ン ティ 11. 8. 20 
佐 藤 幸 男 ジ ャ マ イ カ ティ」 の社会的・ 済的 ・ 文化的
ケ イ マ ン 諸島 基盤に関す る 研究 1 1. 9 .  6 
カ イ コ ス 諸島 極小
」
国家の 「国家的ア イ デ ン ティ 1 1 .  8. 20 
図 上 善 夫 ジ ャ マ イ カ ティ の社会的・経済的 ・ 文化的
ケ イ マ ン 諸島 基盤に関す る 研究 1 1 .  9 .  6 
1 1 .  8. 2 1  
中 村 和 之 ロ 〉〆 ア 連 邦 第55 回国際財政学会で研究報告





1 1 .  8 .  2 1  
垣 田 直 樹 ロ ン ア 連 邦
1 1 .  8. 2 8  
連
1 1 .  8. 2 1  
清 水 正 明
止ロ訟 王 邦国 表
国際鉱床地質学会に出席， 研究発
ド イ ツ 連 ， 討議
1 1 .  9 .  16 
1 1 .  8. 23 
鈴 木 敏 昭 ア メ リカ合衆国 研究計画の レビ ュ ー を 受ける
1 1 .  8 . 3 1  
北米正Z』" 諸地域に お け る ア ジア 系移民 1 1 . 8.  25 
飯 田 剛 史 ア メ リカ合衆国 社 形成と 民 族 関係 の展開に関す
る 研究 12 . 6 .24 
ジ ャ マ イ カ 極小
」
国家の 「国家的ア イ デ ン テイ 1 1 .  8. 25 
市 川 文 彦 ケ イ マ ン 諸島 ティ の社会的 ・ 経済的 ・ 文化的
連 ム0 王 国 基盤に関す る 研究 1 1 .  9. 14 
湿式時錯体去法に よ る N O と S 02 の
1 1 .  8. 26 
熊 津 英 博 ポ 一 フ ン ド 同 除 に関す る 研究打合せ
1 1 .  9 .  7 
平成11年9月発行
渡航の種類 所 属 職 氏 名
外国出張 教育学部 教 授 清 水 建 次
人 文学部 教 授 藤 本 幸 夫
海外研修 工学 部 助教授 佐 藤 雅 弘
理学 部 助教授 若 杉 達 也
人 文学部 助教授 大 野 圭 介
理学 部 助教授 松 島 房 和
人 文学部 教 授 中i可 伸 俊
工学 部 教 授 広 瀬 貞 樹
工学 部 助教授 佐 藤 雅 弘
教育学部 助教授 堀 回 朋 基
教育学部 助教授 藤 原 孝 章
教育学部 教 授 長谷川 総一 郎
工学 部 助 手 山 本 辰 美
教育学部 教 授 古 川 政 明
経済学部 助教授 岸 本 寿 生
経済学部 助教授 長谷川 隆
理学 部 助教授 大 津 力
チホデーェフ工学 部 教 授 セ ル ゲ イ
..,_., 7・ 報
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5 th International 
a
����osium on Heterogeu巴ous C is and 
Fine Chemicalsに出席， 発表
封じ込められた系の励起子に関す
る第 6 回国際会議に出席，研究 発
表
期 間
11. 8. 31 
11.10.31 
11. 8. 31 
11. 9. 25 
11. 8. 1 
11. 8. 4 
11. 8. 1 
11. 8. 8 
11 8. 2 
11. 8. 12 
11. 8. 2 
11. 8. 12 
11. 8. 4 
11. 8. 10 
11. 8. 5 
11. 8. 18 
11. 8. 6 
11. 8. 22 
11. 8. 7 
11. 8. 14 
11. 8.15 
11. 8. 27 
11. 8. 15 
11. 8. 25 
11. 8. 16 
11. 8. 20 
11. 8. 22 
11. 9. 10 
11. 8. 24 
11. 9. 14 
11. 8. 25 
12. 8.24 
11. 8. 27 
11. 9. 6 




渡航の種類 所 属 職 氏 名
海外研修 人文学部 講 師 青 木 恭 子
経済学部 講 師 大 西 吉 之
経済学部 助教授 新 里 泰 孝
教育学部 助教授 広 瀬 信
ーふ＜，ザー 幸E
渡 航 先 国





目 的 期 間
11. 8. 28 
手日 資料収集
11. 10. 4 
ダ オラン ダ 社査
会史
史
(18 世紀 ） に関す
る文 献 調 及び 料 調査
11. 8. 2 9  
11. 9. 26 
11. 8. 30 
英国花き球根産業に関する資料収国 集
11. 9. 12 
11. 8. 31 
国 技術者養成史に関する研究資料の収集
12. 2. 25 
昌司）Q!)�
《新任者住所》
音日 局 職 氏 名
教 育 寸且Aー 音E 附 属学 校 イ中 谷 千鶴子臨時 用 務 員
理 寸P-!o帽 昔日 教 授 山 本 1告 司
水素同位体科学 講 日市 ，鳥 養 祐研究セ ン タ ー
留学生セ ンタ ー 助 教 授 出 原 量百 子
，， ，， 深 津 のぞみ
《住所変更（住居表示変更を含む。）》
部 局 職 氏 名
人 文 千且4・ 音E 助 教 授 末 岡 宏
，， 
学務第一係 畠 山 皇官 子学 生主任
教 育 で＇｝＇.： 苦E 教 授 山 西 潤 一
今 助 教 授 林 真
今
附属小学校 草 野 岡1教 諭
φ 
附属小学校 m 崎 信 行教 諭
経 済 寸ぶ込a‘－ 昔日 教 授 志津田 彦
理 戸寸，. 部 文 部 技官 狐 塚 佳 子
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が， 平 成 1 1 年 8 月 2 日 に 逝去
さ れ ま した。 享年5 9歳。
同氏は， 昭和15 年 2 月 6 日
山形県 に 生 ま れ， 同37年 3 月
山形大学工学部電気工学科 を
卒業し， 同年 4 月 東北 大 学 大
学院工学研究科修士課程入学， 同3 9年 3 月 同大 学院修
了， 同年 4 月 同 大学院工学研 究科博 士課程に進学， 同
42年 3 月 間大学院 を 修了し， 工学博 士 の 学位 を 取 得 さ
れ ま した。 同年 4 月 山形 大学助教授工学部 に採用され，
平成 2 年 4 月 富 山 大学教授工学 部 に 昇 任さ れ ま した。
爾来30有余年 の 永き に わ た り 教育・研 究 に ， そ し て 大
学・学部 の 運 営 に 専念す る 傍 ら ， 有能 な 技術者 の 輩出
に 大きく貢献し続け て きた と こ ろ， 平 成 1 1年 8 月 2自
身 体の 異 常 を 訴え， 直 ち に救急車 に よ り 病院に搬送さ
れ関係 者 の懸命 の 救命努 力 に も か か わ ら ず， 虚しく
「心筋梗塞」に よ り 逝去され た も の で す。
こ の 間， 同氏は， 永年 に わ たっ て 情報伝送・通信工
学 の 教育・研 究 に 努 め， 学 生 へ の 指 導 に あ たっ て は常
に 情 熱 を 捧げ， 工業技術者， 教育研究者等多 数 の 優秀
な 人材 を 各界 に送 り 出し， そ の 多 くは工業界の 第一線
に お い て 活躍し て い ま す 。 新た に 情 報分野 を 取 り 入 れ
た 発足間 も な い新学科， 電子情報工学科知 識情報工学
講座の 教授 と し て 平 成 2 年 4 月 山形 大 学 か ら 赴任し，
同学科 の 充 実 発 展 に 精励す る と 共 に 学生 の 教育・研 究
に あっ ては， 厳正 な 教育 姿勢 を 保ちな が ら 懇篤 な 指 導
に 当 たり， そ の 温厚 で礼儀正しい人柄は幾多 の 学 生 か
ら 尊敬され て き ま した。 そ の 後， 電子情報工学 科 に 改
組計画 が浮上し た と きは， 学科の将来 を 見据えた教育・
研 究 及 び 人 材 育 成 の あ り 方 に つ い て 議論し， 連 日 に わ
た る 会議に おいて， そ の 中心的な役割 を 果たされ ま した。
ま た ， 平 成 6 年 4 月 ， こ れ ま で の 大学院工学 研 究 科
修士課程を 発展拡大して， 同研究科博 士前期課程及 び
博 士 後期 課程が設置され ま し た が， 博 士後期課 程 の 設
置 に あ たっ て も ， 独創的か つ 学 際的 な 研 究 の推進 と ，
社会 人技術者及び研 究 者 の 再教育 に よ る 高度技術者 ・
西塚典生氏逝去
研 究 者 の 養 成 を 行 う 必要性か ら ， そ の 実現 に 向 け て 目
覚 ま しい活躍 を 果 た され ま した。
さ ら に ， 平 成 10年 4 月 理学 と 工学 を 融合させた大 学
院理工学研 究科の設置 に際しで も ， 新 た な 学際領域 の
構築 と 独創的 な科学技術 の発展 を 促進し， 学術 の一層
の 充 実 を図 る ため， 学科 の教授 ら と 精 力 的 に 会 議・検
討 を 重 ね そ の 実現 に 尽力され ま した。
同氏は， 平 成 10年 10 月 か ら ， 富 山 大学自己点 検 評 価
委 員 会 研 究活動専門委員 と し て ， 教 員 の 研 究 部門 に お
け る 点検 の あ り 方 に つ いて 積極的 に 取 り 組み， そ の 責
務 を 果 た す 途上に あ り ま し た 。
一方， 研究業績面 に あっては， 同氏は， 周波数 特 性
の 広 帯域 な 通信用変成 器 に関す る 研究， 漢字パ タ ー ン
の 符号化法 に関す る 研 究， フ ァジィ理論の交通制 御 へ
の 応用 に関す る 研 究等 を 行っ て お り ， 特 に ， 広 帯域 な
変成器 の研 究 に関し ては同氏の ラ イ フ ワーク と も 言え
る も の で あ り ， 従来 か ら 取 り 扱 わ れ てき た 集 中 定 数論
的解析手法 と 異 な る 分布定 数論的手法 を 提案し， そ の
研究成果 を「通信用変成 器 に関す る 研 究」 と し て ま と
め， 昭和 42年 3 月 東北 大学 か ら 工学博 士 の 学位 を 取 得
され ま し た 。
近年は， よ り 機能 を 有す る結合線路形変成器 に関 す
る 研究 を 進 め， 非対称 な 巻線比 を 有 す る 三巻線変成 器
の伝送姿態 を 分布定数論的 に 解析し， 独立した 3 伝送
姿態の 伝送定数 が 解析的に 求 め ら れ る こ と を 示す こ と
で， 三巻線変成 器 の 設計 の 基 礎 を 与え て い ま す 。 さ ら
に ， 結合 4 本線で構成され る 単巻線変成器 の 解析 や 平
衡一不平衡変成 器 で 保 証された三巻線 の パル ス 応 答 に
ついて も 実験結果 と よく一致す る 解析手 法 を 示し， こ
れ を さ ら に 発展させ て ， 小型 でよ り 広 帯域 な 周波数 特
性 を 有す る 巻線比N: 1 の 変 成 器 が可能 で あ る こ と を
実験 と 理論の両面 か ら 検討し て い ま す。 こ れ ら の 研 究
は， 独立した多 数 の 伝送姿態 を 同時 に伝送でき る 通信
用変成 器 の 実現方法 を 示す こ と ， 特 に高 周波で の 伝 送
特性 に優れた変成 器 の 実現方法 を 示す こ と で， 通信 の
分野に 大きく貢献し ま した。
以上， 同氏 の研究業績は著 書 1 編， 学術論文46 編，
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し て の 特許 （ 1 件 ） と 多 く， そ の 業 績は高く 評 価 さ れ
て い ま す。
他方， 学 会 活動 に あ っ て は． 昭和 54年 5 月 か ら 2 年
間 電気学会東北 支部評議員 ． 昭和 60年 5 月 か ら 2 年 間
電子情報通信学 会東北 支部評議員 ． 平成 4 年 6 月 か ら
2 年 間同学会北陸 支部 評 議員 を 歴任し， 学会 の 運 営 と
発展 に尽力され ま した。
報 第416号
地域・社会活動 に お い て は， 平成 9年 6 月 か ら 富 山
技術開発財団RSP事業マ イ クロマ シ ニ ン グ研究 会 委 員
と して ， 富 山県の 電気・機械工業 の 技術水準 の 向 上 と
地域産業 の シ ス テム 開 発 能 力 の 育 成 に貢献され ま した。
富 山 大学及び地 域社会 に と っ て同氏 を 失った打撃は，
計 り 知 れ な い も の が あ り 痛恨の 極 みで あ り ま す。 こ
こ に同氏の 御功績 を 偲び顕彰する と と も に ， 御冥福 を
祈 り ， 謹んで哀悼の 意 を 表し ま す。
富山大学名誉教授
本 学 名誉教授守屋獅郎氏が，
平 成 1 1 年 8 月 16日に逝去さ れ
ま した。 享年 93歳。
同氏は， 明治 38年 12月 23日，
京都府 に 生 ま れ． 昭和 2 年 3
月 東京外国語学校本科英語科
を 卒業し， 同年 4 月 山形県立
長 井中 学校教諭心得 と な り ， 同年 10 月 同校教諭 ， 同 4
年 3 月 富 山県立神 通 中 学 校 教諭， 同 10年 7 月 富 山 高等
学校教諭， 同 1 6年 4 月 同校教授 を 歴任し， 同24年 5 月
富 山高等学 校 の 富 山 大 学包括 に 伴 い ， 同年 6 月 富 山 大
学助教授兼職， 同25年 3 月 富 山 大学文理学部 助 教授 と
な り ， 同32年 8 月 富 山 大学文理学部教授 に 昇任， 同46
年 3 月 31日限 り 停年 に よ り 退 職され， 同年 4 月 本 学 発
展 の ため に 尽 力 した功績 によ り ， 富 山 大 学 名誉教授 の
称号 が授与さ れ ま した。
富 山 大 学 退 職 後は， 富 山 女子短期大 学教授 に招聴き
れ， 同47年 3 月 31日同大学 を 退職， 引き続き同 年 4 月
金沢医科大学教授 に 招聴きれ， 同53年 3 月 31日 限 り 停
年 によ り 同 大 学 を 退 職さ れ ま した。
こ の 間， 多 年 に わた り 高等教育 に 貢献した功績 に よ
り ， 昭和5 1年 1 1 月 3 日勲二等瑞宝章が授与され ま した。
ま た， 同氏は， 人格清廉， 資 性温厚 か つ 誠実 に し て
識 見高く， 山形県立長 井中学校 に奉職以来5 1年 の永き
に わ た り 教育・研究 に一身 を 奉じ， 卓越せる教育 者 ・
研究者 と し て 人々 か ら 信頼 と 尊敬 を 受け， 豊 か な 学 識
と 深 い温情 を も っ て 生徒並び に 学生 の 教育 と 指導 に あ
た り ， 数多 く の 有為 な 人 材 の 育 成 に 貢献され ま した。
同氏の 研究分野は， 主 と し て 英語に お ける法 の 表 現
の 研究 で あ り ま す 。 文副詞 を 含 む 表 現Possibly (or 
守屋獅郎氏逝去
Certainly) he is ill. が It is possible (or certain) 
that he is ill. と いった形 容詞表現， There is a poss 
ibility (or certain-ly) that he is ill . と い っ た 名詞
表現， さ ら に He may (or must) be ill. と い った助
動詞を 含む 表現 と 密接 な関係 に あ り ， そ れ を 「法 」 と
い う 概念 によっ て 捉える こ と が できる と した研究は同
分野の パ イ オ ニ ア 的研究で あ り ， そ の 後 の 研究 の 指 針
と な り ま した。 ま た， 英語の音声 に関して ， 科 学 的 か
っ斬新 な ア プローチ を 試み て お り ， 長 母音の二重 母 音
化現象 を ， 昭和 30年代 に早く も 捉え て お り ， 常 に 時 代
を リードする研究 を 行 い， そ の 後 の 研究 の 発展 に 寄与
され ま した。 さ ら に ， 英語の統語構 造 を ， 形 式 的 な ら
び に 機 能的 な二つ の 側面 か ら 捉える こ と によっ て ， 初
め て 意味 を 十分 に 把握する こ と ができる と した研究は，
現代の英語学 の 取るべき姿勢 に 対し て ， 指導的 な 役 割
を 果たされ ま した。
さ ら に ， 英語の辞書 の 分野 に お い て， 三省堂 の 新ク
ラ ウ ン 英和 辞典， カレッジク ラ ウ ン 英語辞典はつ と に
一世 を ふ う びした も の で あ り ， 研究杜の新英和 大 辞典
は日本 の 学問の世界 に 燦然 と 輝く金字塔で あ り ， こ れ
ら は版 を 改 め て 今日 に 至っ て いるが， 同氏が こ れ ら の
辞 書 の 一部執筆 な ら び に 校 聞 を 行った こ と は， 研究 ・
教育界へ の 貢献 に絶 大 な も の が あ り ま す。
ま た， 研究・教育 の 面 で 多 大 の 成 果 を あ げ ら れ たば
か り で な く， 永 ら く日本英文学会 会 員 と し て 研究 活 動
する一方， 日本英文学 会 中 部 支部富 山県理事 と し て 学
会 に 寄与する と と も に ， 富 山県英語教育連絡協議会 の
講師 を 務 め ， 地 域語学教育 の 向上 に 貢献され ま した。
こ こ に同氏 の 御功績 を 偲び顕彰する と と も に， 御冥
福 を 祈 り ． 謹んで哀悼 の 意 を 表し ま す。
円hu





8 月 2 日 第 9 回 将来計画委 員 会
第 2 回 国 際交流 会館運営委員 会
3 日 大学説 明会 （五 幅 キ ャ ン パ ス ）
6 日 大学説 明会 （ K K R 三 の 丸 ）
9 日 富 山 県 と 富 山 大学 と の 懇 談 会
10 日 第 1 17 回 構 内交通対 策 委員 会
北陸 地 区 イ ン タ ー ン シ ッ プ推進 連絡会 議
（ 富 山 県民 会 館 ）
24 日 平 成 12年 度 大 学 入学者選抜大学入試 セ ン タ ー
試 験 入試 担 当 者 連絡会議（愛知教育大学）
25～27 日 東海 ・ 北陸 地 区 国立学校等 教室 系技術職員
合同研 修 （ 電気 ・ 電子 コ ー ス ） （ 本学 当 番 ）
26日 英会話研修 開 講式
第 1 18 回 構 内交通対 策 委員 会
27 日 北陸 地 区 会計事務担 当 者 連絡協議会 （ 本 学 当
番 ）
30～31 日 国立大学等啓発 セ ミ ナ ー （ 国立 オ リン ピ ッ ク
記念青 少 年 総合 セ ン タ ー ）
30 日 第 l 回水質保 全 セ ン タ ー 自 己点検評価委員 会
31 日 東海 ・ 北 陵 地 区 国 立学校等 技術専門職 員 研 修
（ 静 岡 大 学 ） （～ 9 月 3 日 ）
教 育 学 部 ｜
8 月 2 日 学 部 学 生 生 活 委 員 会
( 7 月 28 日 ～ ）
8 月 12 日 平 成 1 1 年 度学校図書館司 書教諭講習
21～22 日 富 山 大 学親子 フ ェ ス テ パ ル
30 日 附 属 小 学校 及 び 附 属 中 学校 第 2 学期 始業式
8 月 6 日 学部 自 己 点 検 評 価 委員 会
l竺 が見守ー 部
8 月 10 日 学部 自 己 点 検 評価委員 会
23 日 学部 自 己 点 検 評 価 委員 会
じ 学 部
8 月 2 日 将来計函 に 係 る 検討委員 会
学生生 活 委員 会
6 日 北陸 3 大学ス ポ ー ツ 交歓会 （福 井大学）
23 日 将来計画 に 係 る 検討委員会
31 日 将来計画 に 係 る 検討委員 会
平 成 12年度大学院理工 学研究科博 士 （ 前 ・ 後
期 ） 課程入学試験 （博 士前期課程 ～ 9 月 1
日 ）
附 属 図 書 館
8 月 30 日 平成 1 1 年 度 北陸 地 区 国立大学附属図書館
会計担 当 者会議 （本 学当 番）
地域共同研究セ ンター 1
8 月 20 日 第 4 回 運 営委員 会 （持 ち 回り）
30 日 先端技術研修 （新素材 コ ー ス ） （～ 9 月 3 日 ）
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人 事 院 勧 告 の 概 要
第416号
平 成 1 1 年 8 月 1 1日． 人 事院 は 国 会 と 内 閣 に 対 し ， 国 家 公務 員 法， 一般職 の 職 員 の 給与 に関す る 法律等 の規定に 基づき，
一般職 の 職 員 の 給与 に つ い て 報告 し ， 併 せ て 給与の改定 に つい て 勧 告 す る と と も に， 公 務 運 営 の 改 善 に つ いて 報告し ま
し た 。
給与勧告 の 骨子 及 び 公 務 運 営 の 改 善 に関す る 報告 の 骨子並び に 本学関連 の 俸 給表 は ， 以下 の と お り で す 。
給 与 勧 告 の 骨 子
0 給与勧 告 の ポ イ ン ト 一 職 員 の 平均 年 間 給与， 初 の 減 少 （ム 9.5万 円 （ム1 .5% ) )
① 指 定 職 ・ 本 省 庁 課 長 級 は ベ ア 見送 り ， 一般職 員 に 限 り 0.28% の ベ ア
② ボ ー ナ ス の 引 下 げ （ム0.3 月 分 ）
③ 福祉職俸給表 の 新 設
0 本年給与改 定 の 考 え 方
く一般 の 職 員 は ベ ア ＞
① 民 間 の 改 定 状 況
約 6 割 の 事 業所 で ベ ア 実 施， 雇用調 整 等 を 行いつ つ， 低率 で あっ て も 給与 の 改 善 に 努力
② 労使交渉 に よ る 四 現 業職 員 （ 約 3 1 万 人 ） は ベ ア 敢然実施 （0.25% . 747円 ）
③ 省 庁再編， 定 員 削 減 等公務 に お け る ス リ ム 化 の改 組 な ど を 考慮
く 指 定 職 ・ 本省 庁 課 長等 は ベ ア を 見送 り ＞
① 民 間 で の 管理 職 給与 の 抑 制 措 置 の 状 況 （約 4 割 ）
② 行 政事 務 の責任 を 担 う 者 と し て 経 済 ・ 雇用情勢 を 厳 し く受け止 め る 姿勢
く ボ ー ナ ス は 民 間 の 支給 月 数 に 見合 う よ う 引 下 げ＞
＊ 規模 の 小 さい事 業 所 （ 企業規模30人 以上100人 未 満 ） に つ い て も 特 別 に 調 査
＊ 有識者， 中 小 企 業 経 営 者 等 の意見 を 広 く聴 取 （東京， 全 国26都市）
1 給与勧 告 の 意義
｜労働基本権制約 の 代 償｜ 労使交渉 に 代 わ る も の
公 務 員 の 士 気． 人材 の 確保， 労使関係 の安定等能 率的公務運営 の 基盤
｜民 間 準 拠 方 式｜ 市 場原 理 によ る 決 定 が 困難， 民 間 給与 に均衡させ る の が最 も 合理的
｜ 身 分 保 障 と 給与｜ 厳 し い服務規制 を 伴い， 公 務 の 中立性・安定性の確保
本 非現業 の 一般 職 国 家 公務 員 （約50万 人 ） を 対 象 （ 地方公務 員 ， 学校 ・ 病院職 員 な ど を 含 む 合計 約 750万 人 に 影
響 ）
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2 官民比較 の 方 法
品.，，-t- 報
｜約7,6 00事 業 所 の 約47万 人 の 個 人 別 給与 を 実 施調査 （完了率約95 % ) 1
第416号
く 月 例 給＞ 官民 の 実際 に 支払 わ れ た 4 月 分給与 を 調査 （ ベ ア 中 止， 賃金 カッ ト の 企業 の状況 も 反 映 ） し， 職種，
役職段階， 年齢 な ど給与決定要素 の 同 じ 者 向 士 を 比較
く ボ ー ナ ス 〉 過 去 1 年 間 の 民 間 の 支給実績 （ 支給 月 数） と 公務 の 年 間 支給 月 数 を 対比
3 官民較差 （ 月 例 給 ）
4 改 定 の 内 容
く 較差＞ 1 ,054 円 0.28% 〔 行 政職（→・口現行給与 370,818円 平均年齢 40.3歳 〕
く 配分＞ 俸給 979円 は ね かえ り 分 55 円 計 1 ,034 円
( 1 ） 俸 給 表 く 中 堅層 に 重 点 配分， 給与 カー プ の 「早期立ち 上が り 型」 の 一層 の 推進＞
① 行 政職（ ）ー の 初 任 給 （勤務地 に 応 じ て 調 整 手 当 を 加算）
I 種 184,200 円 （ 据 置き） E 種 174,400円 （ 現行 174,200 円 ） E 種 141 ,900円 （現行 141,700円 ）
② 行 政職（→ 10級 及 び 1 1級 は ベ ア の 見送 り ， 9 級 は 抑 制 的 な 改 定
引 上 げ 額 （200 円～2,000円 ）
③ 各 俸 給 表 行 政 職 と の 均衡 を 基本 に改 定 上位の 級 に つい て 改定 の 見送 り 又 は 抑制
④ 福祉職俸給表 の 新 設 生 活 指 導 員 ， 保 育 士 等 に 対 し 職務 の 専 門 性 に ふさ わ し い処遇
(2) 期末 ・ 勤勉手 当 等 年 間 支給 月 数 5 .25 月 分 → 4.95 月 分 （期末手 当 で 削 減 ）
本 年 度 （6 月 期 2.20月 分） ' 12月 期 2.5 0月 分 → 2.25 月 分， 3 月 期 0.55 月 分 → 0.5 0 月 分
来 年 度 6 月 期 2. 05 月 分， 12 月 期 2 .35 月 分、 3 月 期 0.55 月 分
(3) 育児休業者 へ の 期 末 ・ 勤勉手 当 等 勤 務 実 績 が あ る 者 に 在職期 間 等 に 応 じ て 支給
(4) そ の 他
宿日直手 当 一般 の 宿日直 4,000円 → 4,200円 業 務 当 直 最高 7,000円 → 7,200円 等
調 整 手 当 支給地域等 の 見 直 し に つい て 引 き続き検討
［ 実 施 時期 ］ 平 成 1 1年 4 月 1 日 （福祉職俸給表， 育児休業者へ の期末 ・ 勤勉手 当 等 の 支給及 び宿日直手 当 平 成 12 年
1 月 1 日）
5 給与制 度 の 改 善 方 向
職 務 や 個 人 の 能力 ・ 実績 を 反 映 し た 重 点 的 な 給与配分
専 門 的 な ス タ ッ フ 職 を 活用 し た 多様 な 給与処遇
俸給体系 の 基 本的 見 直 し （号俸構成， 昇給制度等）
【 参考】 モ デル給与例
一一＼＼～一一～ 勧 告 前月 額 年間給与
25 歳 独 身 188 5 00 3 ,252 ,000 
係 員
30 歳 配 偶 者 242,400 4, 16 2, 000 
35 歳 配偶者子 1 325 ,500 5 ,66 9,000 
係 長
40 歳 配偶者子 2 36 4 200 6 339 000 
地方機 関 課長 5 0 歳 配偶者子 2 488,720 8 ,392,000 
本 省 課 長 45 歳 配偶者子 2 6 83,900 12 ;224,000 
本 省 局 長 1 , 148,000 20,393,000 
事 務 次 官 1 ,507,5 20 26 780 000 
（単位 ： 円 ）
勧 告 後 年間給与
月 額 年間給与 の 減少額
188 900 3 202 000 ム 50 000 
243,6 00 4, 1 10,000 ム 52,000
327,200 5 ,5 96 ,000 ム 73,000
36 5 ,900 6 25 3 000 ム 85 , 000
489 380 8 25 7 000 ム135 ,000
据置き 11,992,000 ム232 ,000
据置き 19,903,000 ム490,000
据置き 26 , 136 ,000 ム6 44 ,000
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公務運営の改善 に 関 す る 報告の骨 子
時 代 の 要請 に こ た え 得 る 柔軟で 聞 か れ た 人事 管理 シ ス テ ム の 構築 に 向 け た 諸施策 を 展 開
1 公 務 員 倫 理 の 確立
・ 年次報告書 で提起 し た 不祥事再発防止施 策 を 着実 に 実施。 公 務 員 倫理法 に よ り 人事 院 に 求 め ら れ る 役 割 を 果 た し ．
不 祥事 の 発 生 防止 に 努 め る 。 幹 部 職 員 に 対 し 新 た に 行 政 フ ォ ー ラ ム を 実施
2 多様 な 有 為 の 人材 の 確 保
・ 採用 試験 に お け る 人 物 重 視 の 具体 的措 置 を 検 討。 I 種技術系試験区分再編 後 の 試験 内 容 を 検討
． 専 門 的 な 知 識 経験等 を 有 す る 民 間 人材 の 任期 付採用 シ ス テ ム に つ い て 検討
3 能 力 ・ 適性 に 基 づ く 人 事 管 理 の 推 進
・ 事務 官 ・ 技 官 等 の 別 に よ る 固 定 的 人事 管 理 を 見直 し ， 能 力 ・ 適性 に 応 じ た 育 成 ・ 昇 進 管 理 を 推進
． 新 た な 行政研修 を 実 施 す る 等 E 種 ・ E 種等採用 職 員 の 幹部職 員 へ の 登 用 を 推進
・ 能 力 ， 実 績 等 の 評価 ・ 活用 の 在 り 方 に つ い て， 研 究 の 体 制 を 整 え ， 専 門 的 見 地 か ら 幅広 く 検討
4 高 度 で 幅広 い 能力 を 持 つ 公務 員 の 育成
・ 政策立案演 習 の 強化． オ ン ラ イ ン 研 修 の 実 施 な ど に よ る 公務 員 研 修 の 充 実 ・ 高度化
． 内 外 の 大 学 院 へ の 進 学等 の た め の 休 業 制 度 に つ い て 多 角 的 な 観点 か ら 検討
5 勤務環境 の 整備 等
・ 360時 間 を 上 限 目 安 と す る 指針 の 下， 引 き 続 き 超 過勤務 を 縮 減
・ 相 談体制 の 強化 な ど メ ン タ ル ヘ ル ス 対 策 を 拡充。 精神疾患等 に 係 る 迅 速 な 公務災害補償 を 実施
6 適 正 な 退 職 管 理
・ 人事 制 度 ・ 運用 の 見 直 し 等 を 通 じ 計 画 的 に 退職年齢 を 引 上 げ。 当 面， I 種採用 職 員 の 過 半 数 が53歳 以前 で 退 職 す
る 現状 を 是正。 再就職状況 の 公 表 や 再就職後 の 接触規制 を 検討
・ 再任用 の 円 滑 実施 に 向 け 各省 庁 の 取組 を 要請。 公務外へ の就職希 望者 向 け 情報提供 シ ス テ ム を 検討
7 国 立 大学 教 官 等 の 技術移転事業者 （ T L O ） 等 の 役 員 兼 業 の 検 討
・ 国 立 大学教官等 の T L O の 役 員 兼業 を 認 め ， 遅 く と も 平成 12年 4 月 1 日 ま で に 施行
• T L O 以外 の 営利 企 業 の 役 員 兼業 に つ い て 多 面 的 に 検討
8 女性 の 採 用 ・ 登用 の 拡大 等
・ 女性 の 採用 ・ 登用 の 拡 大 に 積極 的 に 取 り 組 む こ と が重要。 支援施策等 を 幅広 く 検討
． セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 防止諸施策 の 実施等 に よ り 勤務環境 を 整 備
9 特定独立行政法 人 の 人 事 管 理 制 度 の整備
国 家 公務 員 型 の 独立 行 政法 人 の 職 員 の 採 用 ， 服務規制等 に つ い て 弾 力 化措置 を 検 討
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A 職務の 級 1 級 2 級
号 俸 俸給月 額 俸給月 額
円 円
1 
2 137,500 174,400 
3 141 ,900 181 ,400 
4 146 ,500 188,900 
5 151 ,800 195,000 
6 157,700 200,500 
7 163,800 206 000 
8 170 ,200 211 ,400 
9 174,800 216,400 
10 178,600 220,900 
1 1  181 ,800 225,400 
12 184,700 229,800 
13 187,500 234 , 100 
14 189,800 237,400 
15 191 900 240,500 
16 193,500 243,600 
17 246,600 
18 249 500 














3 級 4 級










249 900 294,700 
256,400 302,900 
262 ,800 310,800 
268,500 318,300 
274 , 100 325,500 
279,300 332 ,500 
284,500 338,800 
289 , 100 344,500 
293,300 348,200 
297,000 351 ,600 
300,300 354 900 
302 700 357 200 
304 700 359,500 
306,700 361 800 
308,700 364,100 
310 700 366,400 
312 700 368 800 






































6 級 7 級
俸給月 額 俸給月 額
円 円
264 ,300 284,300 
273,500 293,800 
282,800 303,600 
292 100 313,700 
301 ,500 323,700 
31 1 , 100 333,900 
320,700 344 ,100 
330 300 354 , 100 
339 900 363 800 
349,400 373,300 
359,000 382,600 
368,400 391 ,600 
377,600 400,300 
386 600 407,400 




412 ,300 429,700 
415 ,800 433,300 
419 300 437,000 




8 級 9 級 10 級 1 1 級
俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額
円 円 円 円
306,300 341 ,300 380,200 430 , 100 
316,600 353,700 392 ,800 444 ,800 
327 , 100 366 ,100 405,400 459,500 
337 800 378,200 418 000 474,300 
348,500 390 ,100 430, 700 488,800 
359,200 402,000 443, 100 503,200 
369,300 413 ,800 455,300 517,500 
379,100 425,800 466,900 531 ,800 
388,800 437,600 478 300 546, 100 
398,400 448,700 489,400 560,400 
408,000 458,800 499,200 571 , 800 
417 ,600 468,500 508,200 579,200 
426,600 476,400 515,800 586,300 
434 700 483 , 100 522,900 592,500 
440 700 489 ,800 527,500 597,300 
446,600 494,400 





備 考 （ ー ） こ の 表 は， 他 の 俸給 表 の 適 用 を 受 け な い す べ て の 職 員 に 適用 す る 。 た だ し ， 第 二 十 二条 及 び 附則 第 三 項 に 規
定 す る 職 員 を 除 く。
（ ニ ） 3 級 の l 号俸 を 受 け る 職 員 の う ち ． 新 た に こ の 表 の 適用 を 受 け る こ と と な っ た 職 員 で 人 事 院 規 則 で 定 め る も
の の 俸 給 月 額 は ． こ の 表 の 額 に か か わ ら ず. 184,200円 と す る 。
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ロ 行政職俸給表（ 二）
卜〈職務の級 1 級 2 級
号 俸 俸給月 額 俸給月 額
円 円
1 168,600 
2 1 23 ,000 175,500 
3 1 27 ,000 181 600 
4 130,900 187,700 
5 1 34 800 193 , 100 
6 139,000 198,300 
7 143,800 203,700 
8 148,700 209 300 
9 1 54 ,800 214 800 
10 161 ,000 220 , 1 00 
1 1  168,300 225 ,800 
12 175 , 100 231 ,000 
13 181 , 100 235,900 
14 186, 700 240,900 
15 1 9 1 , 500 245,700 
16 196 200 249 900 
17 200,900 254 , 100 
18 205 000 258,000 
19 208,800 261 ,200 
20 2 1 1 ,900 263,700 
21 215 ,000 265 ,800 
22 218, 100 267 ,800 
23 221 ,000 269,500 
24 223 ,800 271 100 
25 226 , 100 272,700 
26 228,300 274,400 
27 230,500 276, 100 
28 232 700 277 800 
29 234 700 279,400 
30 236,700 281 , 1 00 
31 238,600 282 700 
32 240,400 284,400 








































































5 級 6 級
俸給月 額 俸給月 額
円 円
233,400 262, 600 
240,500 270, 100 
247, 600 277,700 
254, 900 285 900 
261 ,900 294,200 
268,900 302,800 
275, 700 311 ,400 
282, 100 319 800 
288,000 327 900 
293,600 335,700 
299,200 343,400 
304, 700 350,700 
310, 100 357,900 
315,200 364,300 
320 000 370,500 
324, 700 376 600 
329,100 382,400 
333, 500 387,800 
337,600 392, 900 
341 ,400 397,500 
344 900 402 , 100 
348,100 406,400 





備 考 こ の 表 は ， 機 器 の 運 転操作， 庁 舎 の 監視 そ の 他 の庁務 及 び こ れ ら に 準 ず る 業務 に 従事す る 職 員 で 人事 院 規 則 で 定
め る も の に 適 用 す る 。
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教育職俸給表
イ 教育職俸給表（ 一 ）
＼ 職 務 の 級 1 級
号 俸 俸給月 額
円
1 
2 164 400 
3 172,500 
4 182 ,800 
5 193 700 
6 201 700 
7 209,500 
8 217,500 
9 226 200 
10 236 000 
1 1  244 ,200 
12 253,000 




17 291 ,400 
18 298,000 
19 304 500 
20 310 600 
21 316,500 
22 321 500 
23 326,200 








32 351 ,900 
33 353 900 
34 356,000 
35 358 100 









































3 級 4 級 5 級
俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額
円 円 円
260,500 294,500 378,000 
273,900 309,900 393,700 
287,100 325,500 406,500 
301 200 341 000 419, 200 
315 400 356 600 431 600 
329,600 372 200 443 600 
343,300 387,700 455 600 
357,000 399,200 467,500 
370 600 410,200 479 200 
380,800 420,200 490,800 
391 ,000 429,500 502, 500 
400,900 438,300 514 , 100 
409,800 447,000 525,800 
418,500 454,900 537,300 
426,400 462 ,500 548,000 
434,000 469 800 557,400 
441 ,300 476 200 566,800 
448 600 482 ,100 576 , 100 
454 800 487 ,700 585,200 
459 800 493,300 593 800 
464,400 498,800 600,300 
467,600 504,200 605,400 
470,800 509,400 610, 200 
473,900 513,500 
477,000 516,900 
480 , 100 520,400 
483,300 
486,500 
備考 こ の 表 は ， 大 学及 び こ れ に 準 ず る も の で 人 事 院 の 指 定 す る も の に 勤 務 す る 教授， 助教授， 講師， 助手 そ の 他 の 職
員 で 人 事 院 規 則 で 定 め る も の に 適用 す る 。
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平成1 1年 9 月 発行
ロ 教育職俸給表（ 二）
＼＼ 職 務 の 級 1 級








7 191 ,800 
8 198 700 
9 206,000 
10 213 000 




15 253 000 
16 261 ,200 
















33 358 100 
34 360,100 

















































320,900 418 500 
335,000 428,700 
348,600 438,500 
359 100 448 300 
369,500 458 000 
380 100 467 200 
390 200 476 300 
400,200 485 000 
410, 100 494,300 
419,600 503 500 
428,700 513,800 
437 ,600 523,100 
446, 100 531 ,800 
454 ,000 539,400 









備考（ー） こ の表 は， 高等学校及 び こ れ に準 ず る も の で人事院の指定す る も の に勤務す る 校長， 教頭， 教諭， 養 護教諭， 助
教授， 実習助手 そ の 他 の 職 員 で人事院規則で定 め る も の に 適用す る 。
（ 二） こ の表の適用 を 受 け る 職員 の う ち， そ の職務の級が 3 級 で あ る 職 員 で人事院規則 で 定 め る も の の 俸 給 月 額 は ， こ
の 表 の 額 に8,200 円 を そ れぞれ加算 し た 額 と す る 。
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平成1 1年 9 月 発行
ハ 教育職俸給表（三）






































1 級 2 級



































3 級 4 級
俸給月 額 俸給月 額
円 円 円
278,500 413,300 
166 600 292 500 422 400 
175,000 306 700 431 , 100 
184,200 320,900 439 800 
195 300 335,000 448 200 
202 ,500 348,600 456 200 
210, 100 359, 100 464 100 
217,900 369,500 471 ,500 
226, 100 379,900 478, 700 
237,600 389 000 485,600 
249 800 397,700 492 ,800 
262, 000 406,100 500, 100 
275,000 414,400 506,800 
288,200 422,200 512 100 
301 , 700 429,900 516, 200 
315 700 437,300 
329,700 444, 300 
342,700 451 ,000 
352 ,900 457 700 
362 ,900 463,800 
372,900 469,300 
381 400 474,100 
389,800 478,400 
397,600 482,200 
404,700 485 400 











備考（ ー） こ の表 は， 中学校， 小学校， 幼稚園及 び こ れ ら に準ず る も の で人事院の指定す る も の に 勤務 す る 校 長， 園 長 ， 教
頭， 教諭， 養護教諭助教諭 そ の他 の 職 員 で人事院規則 で定め る も の に適用 す る 。
（ 二） こ の表 の適用 を 受 け る 職員 の う ち ， そ の職務の級が 3 級で あ る 職員 で人事院規則 で定 め る も の の 俸 給 月 額 は ， こ
の 表 の 額 に8, 000円 を そ れぞれ加算 し た 額 と す る 。
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平成1 1 年 9 月 発行
ロ 医療職俸給表（二）
..,,, マー 報 第416号
卜＼ 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級
号 俸 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額
円 円 円 円 円 円 円 円
1 2 1 1 , 100 235 700 273 500 316,600 353 500 419 200 
2 142 , 1 00 180,400 218,500 244,200 283,200 327, 100 365,500 431 ,600 
3 147,700 187 200 226 400 252 900 292,900 337,500 377, 500 444 000 
4 154 ,600 194 , 100 234 500 261 ,700 302,800 347 800 389 400 456,400 
5 161 ,500 201 100 242,900 270,400 312 ,700 358, 100 401 ,200 468 700 
6 169 200 207 ,900 251 400 279 100 322,600 368 000 413 000 481 000 
7 176,900 214,900 260,000 288 000 332,700 377,800 425, 100 493,300 
8 183,400 221 900 268 600 296,900 342,600 387 600 437 100 505,800 
9 189,900 228 900 277 ,200 305 900 352,300 397 400 448 600 518,600 
10 195,500 236 400 285,700 314,900 361 ,800 407,200 459 000 531 ,400 
1 1  201 , 100 243,500 294 ,200 323,700 371 , 100 417,000 468,800 539,300 
12 206,500 250,400 302 500 332,200 379,800 426,000 476,900 546, 700 
13 2 1 1 , 800 257 000 310 600 340 200 388 600 434,300 483 500 553 600 
14 216,700 263,600 318,500 348,000 396 600 440 500 490 100 560,400 
15 221 200 269,300 326 000 355,400 402,800 446 500 496 900 565,800 
16 225, 700 274 ,800 333,200 361 400 408 800 450,500 501 100 570 300 
17 230,000 280,000 339,900 366,600 413,500 454,400 505 400 
18 234 ,300 285,200 346 000 371 300 418,200 458 300 
19 237,700 289,800 350 ,100 374 ,900 422 ,100 462,000 
20 240 800 294,300 354,200 378,400 425,700 465 800 
21 243,800 297,600 357,800 381 ,700 429,200 
22 246,200 300, 100 360,500 384 ,700 432,700 
23 248, 100 302,500 363,200 387 ,500 436,300 
24 304 300 365,600 389 ,900 
25 306 , 100 367,900 392,300 
26 307 900 370,000 394,900 
27 309 800 372 , 100 397 ,700 
28 311  700 374 300 
29 376,500 
30 378 900 
備 考 こ の 表 は ， 病 院， 療 養所， 診療所等 に 勤務 す る 薬 剤 師， 栄 養 士 そ の 他 の 職 員 で 人事 院 規則 で 定 め る も の に 適 用 す
る 。
円hv内4
卜＼平成1 1 年 9 月 発行
ハ 医療職俸給表（ 三）
職務 1 級の 級




3 161 , 100 
4 1 67 , 100 
5 1 73 400 
6 181 ,800 
7 1 90 ,400 
8 199,200 
9 204,600 
10 210, 100 
1 1  215,700 
1 2  221 ,400 
13 227 ,400 
14 233 600 
15 239,600 
16 245,400 
17 251 ,200 
18 256,900 
19 262, 700 
20 268,300 




25 291 ,600 




30 307 200 
3 1  309,000 
32 310,900 
33 312,900 
34 314 900 
35 316,800 
36 3 18,700 
37 320,600 
38 322,700 
39 324, 700 
40 326,800 










































3 級 4 級 5 級 6 級 7 級
俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額
円 円 円 円 円
226,900 250,800 283 000 320,700 354,500 
234,200 258,300 291 , 700 330,500 366,500 
242 ,800 265,900 300,400 340 800 378,500 
250,400 273,500 309,100 351 ,400 390,500 
257 900 281 , 200 318,000 361 ,800 402,400 
265,400 289,200 326,800 371,700 414,700 
272,900 297,200 335,500 381 600 427 ,200 
280 400 305 300 344,000 391 ,400 438, 900 
288 000 313 500 351 ,800 401 ,300 450,300 
295,800 321,  700 359,600 411 ,400 461 ,200 
303,600 329, 700 367,300 421 ,700 471 ,800 
311 ,400 337,400 374,900 431 ,200 481 ,200 
318,900 344,700 382,600 439,900 489,300 
326,200 351 ,800 390,200 448,700 497,300 
333,300 358,800 397,800 457,400 505,200 
339,900 365,600 405, 000 465,400 512,400 
346,400 372 , 100 411 ,900 473 400 517,300 
352,500 378,400 4 18,000 481 ,200 521 , 600 
358,500 384,600 422,800 488,400 525,600 
364,500 390,400 427 , 100 493,200 
370,400 395,800 431 400 497 400 
376, 100 400,800 435 400 501 100 
381 300 404 700 435 300 
386 400 408,200 438,800 
390,600 411 ,500 441 ,500 
393,900 4 14,900 





備考 こ の 表 は ． 病 院， 療養所， 診療所等 に 勤務 す る 保健婦， 助 産婦， 看護婦， 准看護婦 そ の 他 の 職 員 で人 事 院 規 則 で
定 め る も の に 適用 す る 。
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